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１．水産多面的機能発揮対策事業の評価・検証 

平成 25年 5月 16日付け元水港第 1960号水産庁長官通知「水産多面的機能発揮対策交付金

実施要領の運用（以下「実施要領の運用」という。）」第 6 の 10 に規定する対象活動組織が

行なった前年度（令和 3 年度）の自己評価及び地域協議会の 2 次評価を基に、成果実績その

他の評価結果を活動項目別に集計・整理し、令和 3 年度における活動組織の成果を評価した。 

 

1-1. 自己評価結果のとりまとめ 

活動組織が行なった令和 3 年度の自己評価及び地域協議会の 2 次評価を基に、表 1-1-1

に示す成果指標及び自己評価点を活動項目ごとに集計、整理し、報告書にとりまとめた。 

 

表1-1-1 自己評価表の整理・集計項目 

活動項目 成果指標 自己評価点 

1．環境・

生態系保

全 

① 藻場の保全 

② サンゴ礁の保全 

③ 種苗放流 

④ 干潟等の保全 

⑤ ヨシ帯の保全 

⑥ 内水面生態系の維持・保全・改善 

⑦ 漂流、漂着物、堆積物処理 

⑧ ③⑥⑦の効果促進 

⑨ 廃棄物の利活用 

対象水域における生

物量の増加 

成果目標 

組織体制 

横展開 

2．海の安

全確保 

⑩ 国境・水域の監視 不審船または環境異

変の通報件数の増加 

成果目標 

組織体制 

横展開 

⑪海の監視ネットワーク強化 

⑫ 海難救助訓練 海難救助に参加した

件数の増加 

⑬ 資機材等の整備  

上記に関連し、その効果を高め、漁村文化の継承に

資する教育・学習 

理解度 成果目標 

組織体制 

横展開 

 

1-2. 実施状況取りまとめ報告書のデータベース化 

データベースとして整理する項目は表 1-2-1 に示すとおりとし、今後の効果的な事業の

推進に資するための資料を作成した。 

 

表1-2-1 データベース化した項目 

項目 内容 

基礎情報 都道府県名、地域協議会名、市町村名、活動組織名 

項目別の実施状況 

（実績額） 

・収入額（合計額、うち交付金の額） 

・支出額（合計額、日当・謝金、傭船料、資材購入・リース

費、交通費・運搬費、委託費、その他協議会等で設定した独自

の費目） 
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1-3. 適切な評価手法の提案 

活動組織による保全活動や監視活動等を適切に評価するための手法について、以下の提

案を行った。 

 



3 

 

 



4 

 

 



5 

 

 



6 

 

 



7 

 

 



8 

 

 

 



9 

 

 


